
別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （単位　円）

番号 措置名
交付金事業者名又は間接交付金事業者

名
補助事業者名

（間接補助事業者名）
補助事業に要した

経費
交付金充当額 備　　　考

1 給付金加算等措置 越前町給付金交付事業 越前町 26,340,895 26,340,895

2 企業導入・産業活性化措置 定置・底曳網漁業振興対策事業 越前町 16,666,000 16,666,000

総事業費
49,999,000円
文部科学省分
14,057,000円
経済産業省分
2,609,000円

3
公共用施設にかかる整備、維持
補修又は維持運営措置

観光施設管理運営事業（越前がにミュー
ジアムマーケット棟管理用備品購入） 越前町 5,500,000 5,500,000

4
公共用施設にかかる整備、維持
補修又は維持運営措置

管理公社管理観光施設改修事業（越前
がにミュージアム修繕工事） 越前町 15,070,000 13,197,000

5
公共用施設にかかる整備、維持
補修又は維持運営措置

管理公社管理観光施設改修事業（越前
温泉露天風呂漁火修繕） 越前町 3,190,000 2,700,000

6
公共用施設にかかる整備、維持
補修又は維持運営措置

管理公社管理観光施設改修事業（越前
温泉露天風呂日本海修繕） 越前町 6,875,000 6,875,000

7
公共用施設にかかる整備、維持
補修又は維持運営措置

管理公社管理観光施設改修事業（越前
がにミュージアムかに水槽用電動弁取替
工事) 越前町 1,650,000 1,095,000



Ⅱ．事業評価個表

交付金事業に関係する主要政策・
施策と目標

 電力会社から電力の供給を受けている家庭や企業に対し給付金を交付し、原子力発電の理解促進および地域の振興
と住民福祉の向上を図ります。

　目標：原子力発電に対する地域住民の理解促進

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町

交付金事業実施場所 福井県丹生郡越前町　越前地区全域

交付金事業の概要

原子力発電施設等の設置および運転の円滑化に資するため、一般電気事業者等から電気の供給を受けている住民・
企業等に対し、給付金を交付します。

　電灯契約の交付金額（一口当たり）：年額4,884円
　電力契約の交付金額（1kＷ当たり）：年額2,436円

番号 措置名 交付金事業の名称

1 給付金加算等措置 越前町給付金交付事業



うち文部科学省分

うち経済産業省分 22,624,000 22,478,978 22,278,471

交付金充当額 27,000,000 26,404,293 26,340,895

4,376,000 3,925,315 4,062,424

交付金事業の総事業費等 平成30年度 令和元年度 令和2年度 備考

総事業費 27,325,795 26,404,293 26,340,895

契約電力（kW）（電力需要家）

活動実績 kw 68,990 64,833 65,156

活動見込 kw 73,174

31,044 30,768 30,612

活動見込 口 31,848 31,980

72,441

達成度 ％ 94.2 87.7 89.9

２年

無

交付金事業の活動指標及び活動実
績

活動指標 単位 ３０年 元年 ２年

交付金事業の活動指標及び活動実
績

活動指標 単位 ３０年 元年

73,900

31,848

達成度 ％ 97.4 96.2 96.1

給付金の交付口数（電灯需要家）

活動実績 口

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成果実
績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　令和  年度

越前町内において、小売
電気事業者等から電気の
供給を受けている一般家
庭や工場等により当該地
区の地域の一層の振興お
よび地域住民の福祉の向
上を図ります。

達成度 ％ #DIV/0!

評価年度の設定理由

-

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績

目標値

給付金を交付することにより、原子力発電に対する地域住民の理解促進が図られた。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

事業開始年度 令和2年度 事業終了年度 令和2年度



交付金事業の評価課室 企画財政課

原子力立地給付金等交付 随意契約 一般社団法人　電源地域振興センター 26,340,895

交付金事業の担当課室 企画財政課

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

「第二次越前町総合振興計画」（平成28年度～令和7年度）
　第2編 第1節「地域資源と共生する産業の振興」4-1-3.水産業の振興
　　■施策の展開方針
　　　①担い手の確保と経営力の向上を図る
　　■施策・事業
　　　★効率的かつ安定した漁業経営の構築
目標：漁業生産量増大10％（1経営体当たり）
　　・対象漁船漁業生産量　32ｔ　（H26～H30平均）→　35ｔ（Ｒ3）　 増加量3ｔ

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町

交付金事業実施場所 越前町大樟

交付金事業の概要

越前町水産業の生産量は約3,000トンで、県全体の約2割となっており、うち定置漁業
（ブリ、サワラなど）と底曳網漁業（ズワイガニ、アカガレイなど）で町内漁業生産量
の約9割を占めています。これらは比較的安定した漁獲を維持しているものの、魚価の低
迷、燃油や資材の高騰等により、漁業者の経営状態は厳しいものとなっています。さら
に昨今、担い手不足等により、継続して漁業を営むことができない経営体が出てきてお
り、当町水産業の衰退が懸念されるところです。
　そこで、底曳漁業に携わる漁業経営体が行う、底曳網漁船の購入に対する補助金に本
交付金を充当することで、底曳漁業の生産量の増加を図りました。

番号 措置名 交付金事業の名称

2 企業導入・産業活性化措置 定置・底曳網漁業振興対策事業



評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和4年度

令和3年度対象
漁船生産量につ
いて過去5か年
比10％（3t）増

過去5か年水揚
量平均①×1.1-
①

成果実績 ｔ

目標値 ｔ 3

達成度 ％ 0.0%

評価年度の設定理由

令和2年度と令和3年度の数値を比較するため、令和4年度に評価を実施します

交付金事業の定性的な成果及び評価等

―

事業開始年度 令和2年度 事業終了（予定）年度 令和2年度



うち文部科学省分

交付金事業の担当課室 越前町農林水産課

交付金事業の評価課室 越前町農林水産課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

船舶の購入 補助
越前町漁業協同組合
（越前町）

49,999,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 16,666,000

14,057,000

総事業費 49,999,000

うち経済産業省分 2,609,000

交付金事業の総事業
費等

2年度 備　考

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 2年度

達成度 ％ 100.0%

小型底曳網漁船代船建造　Ｎ＝1
隻

活動実績 箇所 1

活動見込 箇所 1



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

事業期間の設定理由 -

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

観光拠点施設等再整備事業（平成30年度）
　第二次総合振興計画（平成28年度～令和7年度）
　　基本計画第５章　ふるさとの個性を活かし交流を育むまちづくり
　　　第１節　観光地としての新たな魅力向上
　　　　５－１－１．観光産業の活性化
　　　①観光資源の魅力向上を図る
　　　・交流拠点施設の整備・充実とネットワーク化を図り、観光資源の魅力を
　　　　高めます。
　　　目標：
　　　　年間観光入込客数　　現状　　　141.5万人（平成26年度）
　　　　　　　　　　　　　　中間目標　230万人　　（令和元年度）
　　　　　　　　　　　　　　最終目標　240万人　　（令和7年度）

事業開始年度 2年度 事業終了（予定）年度 2年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町
交付金事業実施場所 丹生郡越前町厨地係

交付金事業の概要
越前がにミュージアムマーケット棟において、老朽化により冷蔵機能が故障している
ショーケースの入替を実施し、観光客への利便性を図りました。
ショーケース入替　　N=3.0 台

番号 措置名 交付金事業の名称

3
公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

観光施設管理運営事業
（越前がにミュージアムマーケット棟管理用備品購入）



交付金充当額 5,500,000

うち文部科学省分 0

総事業費 5,500,000

うち経済産業省分 5,500,000

交付金事業の総事業費
等

2年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 2年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％ 100.0%

ショーケース
N=3.0 台

活動実績 代 3
活動見込 台 3

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和2年度

越前がに
ミュージア
ム年間入館
者数
35,000人→
38,000人

越前がに
ミュージア
ム年間入館
者数

成果実績 人 33,785

目標値 人 38,000

達成度 ％ 88.9%

評価年度の設定理由
-

交付金事業の定性的な成果及び評価等

新型コロナウイルスの影響で5月は閉館していたこともあり、実績が想定を下回りました。
今後も感染症対策を続けていき、入館者数の確保を図ります。



交付金事業の担当課室 越前町商工観光課

交付金事業の評価課室 越前町商工観光課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
施設設備整備 指名競争入札 (株)大生　(越前町) 5,500,000

交付金事業の契約の概要



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

事業期間の設定理由 -

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

観光拠点施設等再整備事業（平成30年度）
　第二次総合振興計画（平成28年度～令和7年度）
　　基本計画第５章　ふるさとの個性を活かし交流を育むまちづくり
　　　第１節　観光地としての新たな魅力向上
　　　　５－１－１．観光産業の活性化
　　　①観光資源の魅力向上を図る
　　　・交流拠点施設の整備・充実とネットワーク化を図り、観光資源の魅力を
　　　　高めます。
　　　目標：
　　　　年間観光入込客数　　現状　　　141.5万人（平成26年度）
　　　　　　　　　　　　　　中間目標　230万人　　（令和元年度）
　　　　　　　　　　　　　　最終目標　240万人　　（令和7年度）

事業開始年度 2年度 事業終了（予定）年度 2年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町
交付金事業実施場所 丹生郡越前町厨地係

交付金事業の概要

越前がにミュージアムにおいて、経年劣化による故障が続き、代替えの部品も無くなり応
急処置も今後できない加温冷却機の入れ替え工事を実施し、施設の適正な維持管理を図り
ました。
トンネル水槽用加温冷却機入替工事　　　N=1.0 基

番号 措置名 交付金事業の名称

4
公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置 管理公社管理観光施設改修事業（越前がにミュージアム修繕工事）



交付金充当額 13,197,000

うち文部科学省分 0

総事業費 15,070,000

うち経済産業省分 13,197,000

交付金事業の総事業費
等

2年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 2年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％ 100.0%

トンネル水槽用加温冷却
機入替工事
N=1.0 基

活動実績 式 1
活動見込 式 1

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 2年度

越前がに
ミュージア
ム年間入館
者数
35,000人→
38,000人

越前がに
ミュージア
ム年間入館
者数

成果実績 人 33,785

目標値 人 38,000

達成度 ％ 88.9%

評価年度の設定理由
-

交付金事業の定性的な成果及び評価等

新型コロナウイルスの影響で5月は閉館していたこともあり、実績が想定を下回りました。
今後も感染症対策を続けていき、入館者数の確保を図ります。



交付金事業の担当課室 越前町商工観光課

交付金事業の評価課室 越前町商工観光課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
施設修繕 一般競争入札 （株）大生　（越前町） 15,070,000

交付金事業の契約の概要



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

事業期間の設定理由 -

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

観光拠点施設等再整備事業（平成30年度）
　第二次総合振興計画（平成28年度～令和7年度）
　　基本計画第５章　ふるさとの個性を活かし交流を育むまちづくり
　　　第１節　観光地としての新たな魅力向上
　　　　５－１－１．観光産業の活性化
　　　①観光資源の魅力向上を図る
　　　・交流拠点施設の整備・充実とネットワーク化を図り、観光資源の魅力を
　　　　高めます。
　　　目標：
　　　　年間観光入込客数　　現状　　　141.5万人（平成26年度）
　　　　　　　　　　　　　　中間目標　230万人　　（令和元年度）
　　　　　　　　　　　　　　最終目標　240万人　　（令和7年度）

事業開始年度 2年度 事業終了（予定）年度 2年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町
交付金事業実施場所 丹生郡越前町厨地係

交付金事業の概要

越前温泉露天風呂漁火において、経年劣化による修繕が必要なろ過タンクの入替え及び送
湯ポンプの増設を実施し、交互運転にすることで適正な維持管理と利用者への利便性向上
を図りました。
夕日の湯（露天風呂）用ろ過タンク入替工　　N=1.0 基
温泉送湯ポンプ増設工事　　N=1.0 基

番号 措置名 交付金事業の名称

5
公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置 管理公社管理観光施設改修事業（越前温泉露天風呂漁火修繕）



交付金充当額 2,700,000

うち文部科学省分 0

総事業費 3,190,000

うち経済産業省分 2,700,000

交付金事業の総事業費
等

2年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 2年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％ 100.0%

ろ過タンク入替工事、温
泉送湯ポンプ増設工事
N=1.0 基

活動実績 式 1
活動見込 式 1

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 2年度

越前温泉露
天風呂漁火
年間入館者
数
87,000人→
88,000人

越前温泉露
天風呂漁火
年間入館者
数

成果実績 人 55,375

目標値 人 88,000

達成度 ％ 62.9%

評価年度の設定理由
-

交付金事業の定性的な成果及び評価等

新型コロナウイルスの影響で5月は閉館していたこともあり、実績が想定を下回りました。
今後も感染症対策を続けていき、入館者数の確保を図ります。



交付金事業の担当課室 越前町商工観光課

交付金事業の評価課室 越前町商工観光課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
施設設備整備 一般競争入札 橋本建設（株）（越前町） 3,190,000

交付金事業の契約の概要



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

事業期間の設定理由 -

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

観光拠点施設等再整備事業（平成30年度）
　第二次総合振興計画（平成28年度～令和7年度）
　　基本計画第５章　ふるさとの個性を活かし交流を育むまちづくり
　　　第１節　観光地としての新たな魅力向上
　　　　５－１－１．観光産業の活性化
　　　①観光資源の魅力向上を図る
　　　・交流拠点施設の整備・充実とネットワーク化を図り、観光資源の魅力を
        高めます。
　　　目標：
　　　　年間観光入込客数　　現状　　　141.5万人（平成26年度）
　　　　　　　　　　　　　　中間目標　230万人　　（令和元年度）
　　　　　　　　　　　　　　最終目標　240万人　　（令和7年度）

事業開始年度 2年度 事業終了（予定）年度 2年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町
交付金事業実施場所 丹生郡越前町米ノ地係

交付金事業の概要
当該施設は、経年劣化で設備が損耗しているため、修繕工事を実施し、利用者への配慮及
び施設の適正な運営管理を図りました。
温水ボイラー入替工事　　　N=1.0 基

番号 措置名 交付金事業の名称

6
公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

管理公社管理観光施設改修事業（越前温泉露天風呂日本海修繕）



交付金充当額 6,875,000

うち文部科学省分 0

総事業費 6,875,000

うち経済産業省分 6,875,000

交付金事業の総事業費
等

2年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 2年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 ％ 100.0%

温水ボイラー入替工事
N=1.0 基

活動実績 基 1
活動見込 基 1

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 2年度

越前温泉露
天風呂日本
海年間入館
者数
27,000人→
28,000人

越前温泉露
天風呂日本
海年間入館
者数

成果実績 人 23,584

目標値 人 28,000

達成度 ％ 84.2%

評価年度の設定理由
-

交付金事業の定性的な成果及び評価等

新型コロナウイルスの影響で5月は閉館していたこともあり、実績が想定を下回りました。
今後も感染症対策を続けていき、入館者数の確保を図ります。



交付金事業の担当課室 越前町商工観光課

交付金事業の評価課室 越前町商工観光課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
施設設備整備 一般競争入札 （株）大生　（越前町） 6,875,000

交付金事業の契約の概要



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）

事業期間の設定理由

番号 措置名 交付金事業の名称

7 公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営等措置 管理公社管理観光施設改修事業（越前がにミュージアムかに水槽用電動弁取替工事)

交付金事業に関係する主

要政策・施策と目標

観光拠点施設等再整備事業（平成３０年度）

　第二次総合振興計画（平成２８年度～令和７年度）

　　基本計画第５章　ふるさとの個性を活かし交流を育むまちづくり

　　　第１節　観光地としての新たな魅力向上

　　　　５－１－１．観光産業の活性化

　　　　　①観光資源の魅力向上を図る

　　　　　・交流拠点施設の整備・充実とネットワーク化を図り、観光資源の魅力を高めます。

　　　目標：

　　　　年間観光入込客数　　現状　　　１４１．５万人（平成２６年度）

　　　　　　　　　　　　　　中間目標　２３０万人　　（令和元年度）

　　　　　　　　　　　　　　最終目標　２４０万人　　（令和７年度）

事業開始年度 令和2年度 事業終了（予定）年度 令和2年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町

交付金事業実施場所 福井県丹生郡越前町 厨 地係

交付金事業の概要
経年劣化による故障が頻繁に続いている電動弁を取り替えて、施設の適正な維持管理を図りました。

かに水槽用電動弁取替工事　　　N=3.0 基



うち文部科学省分

交付金充当額 1,095,000

総事業費 1,650,000

うち経済産業省分 1,095,000

交付金事業の総事業費等 令和２年度 備　考

交付金事業の活動指標及

び活動実績

活動指標 単位 令和２年度

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 ％ 100.0%

かに水槽用電動弁取替工事

N = 3.0 基

活動実績 3

活動見込 基 3

交付金事業の成果目標及

び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

越前がにミュー

ジアム間入館者

数35,000人の維

持(令和元年度→

令和3年度)

越前がにミュー

ジアム間入館者

数

成果実績 人

目標値 人 35,000

達成度 ％ 0.0%

評価年度の設定理由

事業実施翌年度の効果を評価するため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

―



交付金事業の担当課室 商工観光課

交付金事業の評価課室 商工観光課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

施設設備整備 一般競争入札 橋本建設（株）（越前町） 1,650,000

交付金事業の契約の概要



別紙

（備考）事業ごとに作成すること。

交付金事業の定性的な成果及び評価等
評価に係る第三者機関等の活用の有無 無

成果実績 令和２年度住民からの苦情等発生件数0件
目標値 令和２年度住民からの苦情等発生件数0件

評価年度の設定理由
当該事業は令和元年度まで当該地域で整備事業を実施しており、事業完了の翌年度(令和2年度)に評価するこ
とができるためです。

交付金事業の成果目標 地元住民の安全確保　住民からの苦情等発生件数0件
交付金事業の成果指標

評価年度 令和2年度

交付金事業の成果目標及び成果実績に係る報告書
措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等

白浜(城崎)漁港改良工事

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町
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別紙

（備考）事業ごとに作成すること。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、緊急事態宣言期間中は閉館していたことや、長期間に渡る不要
不急の外出自粛の呼びかけの影響もあり、令和２年度の施設利用者数は23,353人となりました。入場制限な
どの感染症対策と並行して観光支援策や消費喚起策を実施し、利用客数の回復を図りましたが、元の水準に
は戻っていません。今後は積極的に施設を利用してもらえるよう非接触型の体温計の設置、適切な消毒など
の感染症対策を続けていき、利用者数の確保を図ります。

評価に係る第三者機関等の活用の有無 無

成果実績 23,353人
目標値 年間利用者数32,000人

評価年度の設定理由
　当該事業は令和元年度に実施したもので、整備完了の翌年度（令和2年度）から成果が見込まれるためで
す。

交付金事業の成果目標 施設利用者の維持
交付金事業の成果指標 施設利用者数を集計

評価年度 令和2年度

交付金事業の成果目標及び成果実績に係る報告書

措置名 交付金事業の名称

福祉対策措置 越前地域福祉センター改修事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町
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別紙

（備考）事業ごとに作成すること。

交付金事業の定性的な成果及び評価等
評価に係る第三者機関等の活用の有無 無

成果実績 33,785人(R2)
目標値 年間利用者数27,000人

評価年度の設定理由
　当該事業は令和元年度に実施したもので、整備完了の翌年度（令和2年度）から成果が見込まれるためで
す。

交付金事業の成果目標 施設利用者の維持
交付金事業の成果指標 施設利用者数を集計

評価年度 令和2年度

交付金事業の成果目標及び成果実績に係る報告書
措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営
等

観光施設管理運営事業(越前がにミュージアム冷凍庫更新)

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町
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別紙

（備考）事業ごとに作成すること。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、緊急事態宣言期間中は閉館していたことや、長期間に渡る不要
不急の外出自粛の呼びかけの影響もあり、令和２年度の施設利用者数は55,375人となりました。入場制限な
どの感染症対策と並行して観光支援策や消費喚起策を実施し、利用客数の回復を図りましたが、元の水準に
は戻っていません。今後は積極的に施設を利用してもらえるよう非接触型の体温計の設置、適切な消毒など
の感染症対策を続けていき、利用者数の確保を図ります。

評価に係る第三者機関等の活用の有無 無

成果実績 7,685人(R2)
目標値 年間利用者数13,000人

評価年度の設定理由
　当該事業は令和元年度に実施したもので、整備完了の翌年度（令和2年度）から成果が見込まれるためで
す。

交付金事業の成果目標 施設利用者の増加
交付金事業の成果指標 施設利用者数を集計

評価年度 令和2年度

交付金事業の成果目標及び成果実績に係る報告書
措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営
等

管理公社管理観光施設改修事業(アクティブハウス越前修繕)

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町
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別紙

（備考）事業ごとに作成すること。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、緊急事態宣言期間中は閉館していたことや、長期間に渡る不要
不急の外出自粛の呼びかけの影響もあり、令和２年度の施設利用者数は55,375人となりました。入場制限な
どの感染症対策と並行して観光支援策や消費喚起策を実施し、利用客数の回復を図りましたが、元の水準に
は戻っていません。今後は積極的に施設を利用してもらえるよう非接触型の体温計の設置、適切な消毒など
の感染症対策を続けていき、利用者数の確保を図ります。

評価に係る第三者機関等の活用の有無 無

成果実績 55,375人(R2)
目標値 年間利用者数88,000人

評価年度の設定理由
　当該事業は令和元年度に実施したもので、整備完了の翌年度（令和2年度）から成果が見込まれるためで
す。

交付金事業の成果目標 施設利用者の増加
交付金事業の成果指標 施設利用者数を集計

評価年度 令和2年度

交付金事業の成果目標及び成果実績に係る報告書
措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営
等

管理公社管理観光施設改修事業(越前温泉露天風呂漁火屋外誘導看板設置)

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町
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別紙

（備考）事業ごとに作成すること。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、緊急事態宣言期間中は閉館していたことや、長期間に渡る不要
不急の外出自粛の呼びかけの影響もあり、令和２年度の施設利用者数は55,375人となりました。入場制限な
どの感染症対策と並行して観光支援策や消費喚起策を実施し、利用客数の回復を図りましたが、元の水準に
は戻っていません。今後は積極的に施設を利用してもらえるよう非接触型の体温計の設置、適切な消毒など
の感染症対策を続けていき、利用者数の確保を図ります。

評価に係る第三者機関等の活用の有無 無

成果実績 55,375人(R2)
目標値 年間利用者数88,000人

評価年度の設定理由
　当該事業は令和元年度に実施したもので、整備完了の翌年度（令和2年度）から成果が見込まれるためで
す。

交付金事業の成果目標 施設利用者の増加
交付金事業の成果指標 施設利用者数を集計

評価年度 令和2年度

交付金事業の成果目標及び成果実績に係る報告書
措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営
等

管理公社管理観光施設改修事業(越前温泉露天風呂漁火券売機更新)

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町
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別紙

（備考）事業ごとに作成すること。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本事業の実施により導水ポンプの動力費用の低減を図りましたが、令和2年度は、例年と比べ水源の水量が少
なく導水ポンプを頻繁に稼働させる必要があったため、動力費用の削減は目標値を下まわる結果となりまし
た。導水ポンプの稼働頻度が例年よりも多いにも関わらず、動力費用の低減効果は見られたことから、今後
は誤作動防止のための監視を引続き行い、安定した原水流入量を確保し、良質な水の供給を図ります。

評価に係る第三者機関等の活用の有無 無

成果実績 95.85%
目標値 95.00%

評価年度の設定理由 当該事業は令和元年度に実施したもので、整備完了の翌年度（令和2年度）から成果が見込まれるためです。

交付金事業の成果目標 6月から10月の導水ポンプの動力費用低減5％
交付金事業の成果指標 令和2年6月から10月の電気料/令和元年6月から10月の電気料

評価年度 令和2年度

交付金事業の成果目標及び成果実績に係る報告書
措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営
等措置

簡易水道施設管理事業(梅浦導水弁電動操作機取替工事)

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町
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別紙

（備考）事業ごとに作成すること。

交付金事業の定性的な成果及び評価等 -
評価に係る第三者機関等の活用の有無 無

成果実績 0件
目標値 0件

評価年度の設定理由
　当該事業は令和元年度に実施したもので、整備完了の翌年度（令和2年度）から成果が見込まれるためで
す。

交付金事業の成果目標 薬品漏れによる事故発生率0件
交付金事業の成果指標 該当施設からの薬品漏れによる事故発生率0件

評価年度 令和2年度

交付金事業の成果目標及び成果実績に係る報告書
措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営
等

簡易水道施設管理事業(布殿浄水場次亜貯蔵槽取替工事)

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町
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別紙

（備考）事業ごとに作成すること。

交付金事業の定性的な成果及び評価等
評価に係る第三者機関等の活用の有無 無

成果実績 0件
目標値 0件

評価年度の設定理由
　当該事業は令和元年度に実施したもので、整備完了の翌年度（令和2年度）から成果が見込まれるためで
す。

交付金事業の成果目標 設備の停止事故0件
交付金事業の成果指標 該当施設の誤作動等による停止事故0件

評価年度 令和2年度

交付金事業の成果目標及び成果実績に係る報告書
措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営
等

簡易水道施設管理事業(布殿浄水場膜ろ過用エア作動弁更新工事)

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町
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別紙

（備考）事業ごとに作成すること。

交付金事業の定性的な成果及び評価等
評価に係る第三者機関等の活用の有無 無

成果実績 0件
目標値 0件

評価年度の設定理由
　当該事業は令和元年度に実施したもので、整備完了の翌年度（令和2年度）から成果が見込まれるためで
す。

交付金事業の成果目標 住民からの苦情件数0件
交付金事業の成果指標 水質に関する苦情件数0件

評価年度 令和2年度

交付金事業の成果目標及び成果実績に係る報告書
措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営
等

簡易水道施設管理事業（米ノ浄水場急速ろ過機ろ過砂交換工事）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町
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別紙

（備考）事業ごとに作成すること。

交付金事業の定性的な成果及び評価等 -
評価に係る第三者機関等の活用の有無 無

成果実績 0件
目標値 0件

評価年度の設定理由
　当該事業は令和元年度に実施したもので、整備完了の翌年度（令和2年度）から成果が見込まれるためで
す。

交付金事業の成果目標 送水停止件数0件
交付金事業の成果指標 原水流入の不具合による住民への送水の停止件数0件

評価年度 令和2年度

交付金事業の成果目標及び成果実績に係る報告書
措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維持補修または維持運営
等

簡易水道施設管理事業（令和元年度 米ノ浄水場原水流入弁更新工事）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 越前町
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